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と思いとみ，乙れが実験を進める上において大きな障害となった。やむをえ

ないから，i7u:のなかで自然に出ている卵を実験に用いる乙と になった。つま

り受精の終っていない卵をつかまえる 乙とができなかったわけで，夜、が 1927

年に公にした報告の如きも，海のなかで自然lζ出た卵を材料としたものであ

っ7こo

然るにその後，卵をコップの内でださせるζ とは，ホンダワラのイ也のい

ろいろの種類では何んでもない乙とが明らかとなり，阿部広五郎君の受精に

ついての細胞学的研究も，そのため見事な結果を収めるよう Kなった。現在

では山形大学の中沢信午君，岡山大学の広江三樹三郎君などが乙の方面の研

究K従事され，次々と有益な研究を発表されている。

サイゴ ン大学に海藻学指 導に来 て

サイゴン大学JlJj学f.iltl出物学教五

間 [1-1 1 ，\~ ll 

雪の羽田を発って香港経由 2 月訪日 'l i~' ぷのサイゴン lζ デIj J皆しました 。

サイゴン大学魁学部他物学教室は 5名位の教IH|iがjFJり， Ho教段以外は皆フ

ランス人で，講義も全部フランス語で行なわれています。 1-10教授は海藻の

生態が専門ですが3 乙乙では植物分類学を担当しています。助手の女子学生

Miss PHUONGが淡水深を専攻するとの事で，ナ ーツラン (Nha-Trang)海i学研

究所の海藻専攻の研究所員 KINI-I氏と，目下の処ぺ トナムの部類研究者は 3，

4名と云う処です。

私はサイゴン到着以

来，当植物学教室，ナ戸

ツラン研究所所蔵の海部

の桜本の査定研究を Ho

氏と一緒にやり，又，ナ

ーツラン研究所，カ ンポ

デア領近くの離島フッコ

ック島，南ぺ トナム北方

サイゴン大学理学部

生物学教室

のユエ及びツーラン等の沿岸の採集調査を行ない，
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ツ ー ラン (Touran巴)

の海岸にて海務係集中

i人はユ工夫学植物の

NCOE教侵(左)と筆者

ぺ 卜ナムの海藻類の概要
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を知る事が出来ました。旅行中lζは共産tテロ の危険で，思う通りの調査，旅

行が出来なかった点は残念でした。

ペトナムの藻類についての歴史はi!:iくは LAUREIRO(1790)の “Flora

Cochinchinensis" !C::十数種の藻類の記載があるのを初め， KOSTER (1927)の記

載や， SERENE， DEVOUX氏等の採集の記録があり，近くは Dr.DAWSON(1954) 

のナーツランの海藻類の報告があり，又 Ho教授も海i誌の生態についての小

著がありますが，ぺトナムの謀類については未知の点が多い事を痛感しまし

た。夜、達の今回の研究成果の一部は，帰国の上なるべく早く発表の予定で居

ります。

現在までlζ，ぺトナムの海藻類は 400極近くが硲認され，ζれについて

も後口 Ho氏から発表ある予定です。

ナーツランの海洋研究所には Dr¥SERENE，1-10， KINH， DA WSON氏等の

採集になる多誌の海藻牒本が所蔵され，その研先設備も1'1'々 立派で， ドレツ
ヂ月のポ{ トもあり，又研究者の宿泊所も一流ホテjレ並みで風光明附と相ま

Nha-Trangの海洋研究所 Nha-Trangの海洋研光所の調査船

1階水族館，2-3階研究室， 4階宿舎

って，海説の研究地として最適の処の織に思います。 乙の Nha-Trang(ナ戸

ツラン)の海洋研究所には，既にフランスの FELDMANN，アメリカの DOTY，

DA WSON， HAXO氏等の著名な器類学者が来訪 して居ります。

ぺトナムの有用藻類については，今まで調べた処では 50以上の種類が数

えられますが，現在利用されているものはごく僅かで，アマ ノリ (ツクシアマ

ノリ外 2種)，が食用lζ，オゴノリ類，シマテングサ，フシクレノリ，テング

サ知が探天j京trL トコロテンとして地元で利用されている程度です。ペ トナ

ム治岸には相当量のオゴノリ類が生育している様ですが，この資源量，生l出

量等については全然統計も何もなく未調査です。
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ぺ 卜ナムの薬屈には漢方薬の屈が相当の勢力を占めて居り，この漢方薬

J;5 Iζ参りますと数種の海藻類の乾燥品を販売しています。乙れを買って来て

調べて見た処， コンブ 3 アミアオサ，ホンダワ ラ類，オキツノリ 等でコンブ

は日本，他は香港からの輸入品だそ うです。使用法はスープ用に，又は茶と

同じ使用法で利用しています。

私のサイゴン滞在もあと 1ヶ月足らずとなり，帰国の途中，足を伸ばし

てフランス，ピアリツ-r1Iで開催の第4四万国海藻学会に出府の予定で居りま

す。乙とでの学会の様子は帰国の上御報告したいと思っています。

越南国から日本藻類学会員各位の移11自愛とf卸売展を祈ります。

(1961主f.:8月8日発信)

，u.<， 

ナ ム一品 録 事

会員移動

(f泊和 361'下8月16日より"日前136 "'r! 12月15日まで)

新入 会 (29名)
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